
明
治
四
三
年
（
一
九
一
○
）
四
月
一
日
か
ら
四
日
ま
で
、
大
阪
市

に
お
い
て
第
三
回
日
本
医
学
会
総
会
が
行
な
わ
れ
た
。
会
頭
・
青

山
胤
通
、
副
会
頭
・
佐
多
愛
彦
で
、
準
備
委
員
長
は
緒
方
婦
人
科

病
院
（
大
阪
市
東
区
今
橋
三
丁
目
）
の
緒
方
正
清
（
一
八
六
四
～
一
九

一
九
）
で
あ
っ
た
。
本
総
会
で
は
一
六
の
分
科
が
あ
っ
た
が
、
そ
の

第
七
分
科
が
産
科
婦
人
科
学
で
、
こ
れ
は
第
八
回
日
本
婦
人
科
学

会
集
会
を
兼
ね
て
い
た
。
会
長
は
濱
田
玄
達
で
、
委
員
に
橋
爪
哲

造
、
緒
方
正
清
、
緒
方
十
右
衛
門
、
河
野
徹
志
の
四
人
が
つ
い
た
。

こ
こ
で
は
四
月
二
日
、
三
日
の
二
日
間
で
六
一
題
が
出
題
さ
れ
た

由
で
あ
る
が
、
「
第
三
回
日
本
医
学
会
誌
』
（
明
治
四
四
年
）
に
は
こ

の
う
ち
五
七
題
の
抄
録
と
討
論
が
一
九
八
頁
に
わ
た
っ
て
登
載
さ

れ
て
い
る
。
緒
方
は
本
会
で
「
子
宮
後
転
及
ビ
後
屈
症
二
於
ル
膣

式
固
定
術
二
就
テ
」
述
べ
て
い
る
が
、
こ
れ
に
対
し
て
木
下
正
中
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産
婦
人
科
医
緒
方
正
清

（
一
八
六
四
～
一
九
一
九
）

長
門
谷
洋
治

と
高
山
尚
平
が
討
論
を
行
っ
て
い
る
。
こ
の
緒
方
の
も
の
を
含
め
、

本
集
会
の
演
題
中
、
二
五
題
が
大
阪
か
ら
の
も
の
で
、
う
ち
八
題

が
緒
方
産
婦
人
科
病
院
か
ら
で
あ
る
。
一
施
設
か
ら
の
演
題
数
と

し
て
は
最
多
で
あ
る
。
緒
方
は
積
極
的
に
討
論
に
も
参
加
し
、
記

録
さ
れ
て
い
る
も
の
だ
け
で
も
十
二
回
に
達
し
、
し
か
も
挑
戦
的

な
も
の
が
多
い
。
保
存
的
療
法
よ
り
も
手
術
を
推
す
（
た
と
え
ば
、

「
子
宮
外
妊
娠
ノ
診
断
ヲ
シ
ダ
時
ハ
絶
対
的
二
外
科
的
手
術
ヲ
施
ス
ベ

シ
」
）
が
、
術
式
、
予
後
に
も
言
及
し
、
京
大
（
高
山
尚
平
教
授
）
の

演
題
「
我
教
室
二
於
ケ
ル
子
宮
癌
手
術
ノ
成
績
報
告
」
で
は
そ
の

死
亡
率
（
二
三
・
一
％
）
に
対
し
「
高
山
氏
ノ
手
術
ハ
死
亡
率
多
シ
」

と
し
、
高
山
が
腹
式
を
推
す
に
対
し
、
緒
方
は
膣
式
を
主
張
し
て

い
る
。第

三
回
日
本
医
学
会
総
会
は
、
医
学
会
総
会
が
地
方
で
行
わ
れ

た
最
初
で
あ
る
が
、
会
員
総
数
三
千
四
百
人
近
く
で
大
き
な
成
功

を
お
さ
め
た
。
こ
れ
に
は
緒
方
の
果
し
た
役
割
が
少
な
く
な
い
・

当
時
彼
は
四
六
歳
で
あ
っ
た
。

緒
方
正
清
は
本
姓
中
村
、
香
川
県
の
貧
農
に
生
ま
れ
る
。
明
治

一
二
年
高
松
医
学
校
に
入
り
、
三
年
後
上
京
し
て
帝
国
大
学
医
科
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緒
方
は
民
間
に
あ
り
な
が
ら
前
述
の
よ
う
に
学
会
活
動
を
活
発

に
行
っ
た
ほ
か
、
多
く
の
雑
誌
を
創
刊
、
寄
稿
し
、
著
作
も
翻
訳

を
含
め
豊
富
で
あ
り
、
中
で
も
『
日
本
産
科
学
史
」
（
大
正
八
年
）

は
今
日
な
お
そ
の
価
値
が
高
い
。
骨
軟
化
症
（
「
富
山
県
奇
病
論
』
明

治
四
○
年
の
著
あ
り
）
医
理
学
療
法
、
放
射
線
科
学
に
も
関
心
が
深

大
学
別
課
に
入
学
、
明
治
二
○
年
卒
業
（
同
窓
に
荒
木
寅
三
郎
、
金

杉
英
五
郎
）
緒
方
洪
庵
六
男
の
収
二
郎
と
知
り
あ
い
、
同
四
女
の

夫
・
拙
斎
の
養
子
と
な
る
。
明
治
二
二
年
よ
り
二
五
年
ま
で
ド
イ

ツ
に
留
学
、
洪
庵
次
男
の
惟
準
が
院
長
の
大
阪
の
緒
方
病
院
の
産

婦
人
科
々
長
と
な
り
、
同
三
五
年
に
は
独
立
し
て
東
区
の
旧
除
痘

館
あ
と
に
緒
方
産
婦
人
科
病
院
を
創
始
、
助
産
婦
教
育
に
も
あ
た

っ
た
。
ち
な
み
に
産
婆
の
語
を
排
し
、
助
産
婦
の
語
を
提
唱
し
た

の
は
そ
の
弟
子
高
橋
辰
五
郎
に
よ
る
と
さ
れ
る
。
明
治
四
三
年

大
阪
市
医
師
会
会
長
、
大
正
二
年
大
阪
府
医
師
会
初
代
会
長
。
他

に
大
阪
慈
恵
病
院
医
学
校
校
長
、
医
術
開
業
試
験
委
員
、
内
務
省

産
婆
術
開
業
試
験
委
員
な
ど
を
歴
任
。

か
つ
提
Ｌ
Ｏ

「
日
本
婦
人
科
学
会
雑
誌
」
第
一
号
（
明
治
三
九
年
）
の
巻
頭
論
文

は
緒
方
の
「
子
宮
筋
腫
ノ
外
科
的
療
法
」
で
あ
る
。
彼
は
そ
れ
よ

り
先
、
緒
方
産
婦
人
科
学
会
よ
り
「
中
央
婦
人
科
学
雑
誌
」
を
出

し
、
そ
の
第
一
号
（
明
治
三
五
年
）
の
巻
頭
に
は
「
婦
人
科
的
内
臓

外
科
」
を
発
表
。
さ
ら
に
明
治
二
九
年
に
は
緒
方
助
産
婦
学
会
よ

り
『
助
産
之
栞
』
を
発
刊
（
昭
和
一
九
年
五
七
五
号
ま
で
続
く
）

他
に
筆
者
の
手
元
に
あ
る
著
訳
害
だ
け
を
あ
げ
る
と
「
社
会
的

色
欲
論
」
（
ヘ
ー
ガ
ル
著
、
緒
方
訳
。
明
治
三
二
年
初
版
、
同
四
一
年
四

版
）
『
臨
床
婦
人
科
軌
範
」
（
明
治
三
三
年
）
「
産
科
婦
人
科
診
断
学
」

（
ゼ
ル
ハ
イ
ム
著
・
緒
方
訳
、
た
だ
し
彼
の
序
に
よ
れ
ば
実
際
の
翻
訳
従

事
は
助
手
・
山
本
貞
治
に
よ
る
と
二
産
婦
人
科
雑
纂
」
（
明
治
四
四
年
）

が
あ
る
。
彼
の
門
弟
は
大
阪
の
女
医
の
草
分
け
・
福
井
繁
を
は
じ

め
、
多
数
を
算
え
る
。
そ
の
業
は
養
子
・
祐
将
、
そ
の
子
・
正
美

が
継
い
で
、
正
清
創
始
の
地
で
今
日
に
及
ん
で
い
る
。

（
豊
中
市
・
長
門
谷
皮
膚
科
）

(95）95


